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柑
橘
栽
培
・
造
船
業
が
盛
ん
な
瀬
戸
内
海
の
島

　

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
有
人
七
島
、
無
人
一
八
島
で
構
成
さ
れ
る
上
島

町
は
、
愛
媛
県
北
東
部
の
広
島
県
境
に
位
置
し
て
お
り
、
北
は
広
島

県
尾
道
市
、
南
は
愛
媛
県
今
治
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
町
の
産
業
は
、

瀬
戸
内
海
の
気
候
や
環
境
を
生
か
し
た
農
業
・
漁
業
、
古
く
か
ら
の

造
船
業
を
中
心
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
柑
橘
類
の
栽
培
が
盛
ん

で
、
と
て
も
の
ん
び
り
と
し
た
、
豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

人
口
は
六
五
五
九
人
（
令
和
二
年
七
月
末
日
現
在
）
で
、
高
齢
化
に
と

も
な
い
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

飲
食
店
の
利
用
を
促
進
す
る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業

　

令
和
二
年
一
月
、
国
内
初
の
感
染
事
例
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
瞬

く
間
に
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
て
、
本
町
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
、
公
共

施
設
の
利
用
禁
止
、
来
島
自
粛
の
呼
び
か
け
、
住
民
へ
の
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
要
請
な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
上
島
町
で
の
感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
（
八
月
末
時
点
）
が
、
島
外
か
ら
の
観
光
客
や
飲
食
店
利
用
者
の
減

少
、
地
域
内
外
に
お
け
る
交
流
機
会
の
消
失
な
ど
が
、
町
内
の
経
済

活
動
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
特
に
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
飲
食
店

で
す
。
そ
こ
で
、
上
島
町
（
企
画
・
調
整
・
予
算
化
）、
上
島
町
商
工
会

（
協
賛
・
商
品
券
交
換
窓
口
）、
上
島
町
観
光
協
会
（
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
作
）

の
三
機
関
が
連
携
し
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業
「
か
み
じ
ま
エ
ー
ル
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
飲
食
店
の
利
用
五
〇
〇
円
ご
と
に

ス
タ
ン
プ
を
一
つ
カ
ー
ド
に
押
し
て
も
ら
い
、
二
〇
個
貯
ま
っ
た
ら
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愛
媛
県
上
島
町
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町
内
で
使
え
る
商
品
券
（
二
〇
〇
〇

円
分
）
と
交
換
で
き
る
と
い
う
仕

組
み
で
す
。

　

飲
食
店
で
使
っ
た
金
額
の
二
割

相
当
が
商
品
券
と
し
て
返
っ
て
く

る
お
得
な
内
容
で
、
飲
食
店
の
利

用
促
進
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
住
民

に
対
す
る
生
活
支
援
、
そ
し
て
商

品
券
の
利
用
に
よ
る
他
の
商
店
な

ど
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で

き
る
事
業
と
し
て
、
事
業
者
や
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
は
住
民
以
外
の
方
も

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宿
泊
費
の
助
成
で
島
の
観
光
を

下
支
え

　

町
で
は
、
宿
泊
予
約
者
に
対
す

る
宿
泊
の
延
期
や
キ
ャ
ン
セ
ル
の

依
頼
な
ど
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
宿
泊
事
業
者

に
対
し
、
一
施
設
に
つ
き
最
大
一
〇
万
円
の「
宿
泊
延
期
等
協
力
金
」

を
支
給
し
ま
し
た
。
県
が
実
施
し
て
い
る
同
様
の
協
力
金
は
、
五
月

一
日
～
三
一
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
分
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
で

特集　島から考える日本・Ⅱ

は
四
月
一
日
～
三
〇
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
こ
の

協
力
金
は
、
町
内
の
宿
泊
事
業
者
か
ら
の
要
望
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
、
各
事
業
者
か
ら
多
く
の
申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
経
営
支

援
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

スタンプカード事業「かみじまエール」の概要

（おもて）

【商工会】

【飲食店】

【利用者】

（うら）

飲食店利用
商品購入

カード配付
スタンプ押印

カード提出 商品券
プレゼント
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ま
た
、
町
内
の
宿
泊
事
業

者
の
支
援
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

一
般
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

宿
泊
料
金
の
割
引
を
行
な
う

上
島
町
宿
泊
事
業
者
応
援
割

事
業
「
か
み
じ
ま
応
援
割
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

本
年
八
月
一
日
か
ら
来
年
二

月
二
八
日
ま
で
の
期
間
中
、

上
島
町
に
観
光
で
お
泊
ま
り

い
た
だ
く
方
を
対
象（
註
）に
、

一
人
一
泊
五
〇
〇
〇
円
を
限

度
に
宿
泊
料
金
の
二
分
の
一
を
町
が
負
担
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
制

度
は
、
対
象
宿
泊
施
設
が
「
か
み
じ
ま
応
援
割
プ
ラ
ン
」
な
ど
の
旅

行
商
品
を
造
成
し
、
割
引
価
格
で
販
売
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
利
用
者
に
よ
る
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
得
な
価
格

で
手
間
な
く
お
泊
ま
り
い
た
だ
け
る
の
で
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
利
用
し

て
上
島
町
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
国
や
県
の
融
資
制
度
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
町
独
自
の
給

付
金
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
秋
に
は
、
国
が
提
唱
す

る
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

移
動
販
売
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
な
ど
。
上
限
二
〇
〇
万
円
）、
イ
ベ
ン
ト
（
屋
外

小
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
、
自
由
散
策
型
、
屋
外
上
映
会
な
ど
。
上
限
五
〇 

万
円
）、
自
然
や
産
業
を
活
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム（
上
限
五
〇
万
円
）

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
可
能
な
新
事
業
に
挑
戦
す
る
団
体
や
法
人
、

個
人
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
上
島
町
新
事
業
応
援
助
成
金
」

の
支
給
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
新
し
い
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル

を
町
と
し
て
構
築
し
て
い
け
る
よ
う
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

島
の
日
常
が
戻
る
日
ま
で

「
第
一
波
」
と
呼
ば
れ
る
感
染
拡
大
時
期
か
ら
、
感
染
症
対
策
の
実

施
と
経
済
活
動
の
活
性
化
の
両
者
を
ど
う
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
践
し
て

い
く
の
か
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
全
域
が
離
島
で
あ
る
上
島

船員の体温チェックなど健康管理も重要。立石港務
所にて。

役場の窓口ではビニールカーテンの設置や消毒の
徹底などの感染拡大防止策を実施している。

※
註
： 

九
月
五
日
現
在
、
割
引
の
対
象
は
四
国
四
県
、
中
国
地
方

五
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
在
住
者
に
限
っ
て
い
る
。
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町
の
場
合
、
医
療
体
制
に
限
り
が
あ
る
こ
と
や
、
重
症
化
リ
ス
ク
が

高
い
と
さ
れ
る
高
齢
者
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
土
の
自
治
体
と

比
較
し
て
、
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
よ
り
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

収
束
の
目
途
が
立
た
な
い
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
多
く
の

不
安
や
心
配
の
声
を
聞
き
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

国
・
県
・
市
町
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
な
う
経
済
支
援
な
ど

に
は
、
住
民
生
活
を
支
え
る
重

要
な
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

積せ
き
ぜ
ん善
山（
岩い

わ

城ぎ

島
）の
三
千
本

桜
を
楽
し
む
観
光
客
で
あ
ふ
れ

る
春
、
た
く
さ
ん
の
サ
イ
ク
リ

ス
ト
が
海
風
と
島
の
新
緑
を
感

じ
に
訪
れ
る
五
月
の
連
休
、
海

水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
で
に
ぎ
わ
う

夏
、
帰
省
す
る
家
族
と
の
大
切

な
時
間
を
過
ご
す
お
盆
や
お
正

月
︱
︱
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
そ

ん
な
上
島
町
の
日
常
が
必
ず
戻

っ
て
く
る
と
信
じ
、
関
係
機
関

と
の
団
結
を
強
め
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
感
染
症
対
策
・
経
済

支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。�

■
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しま山100選の積善山（岩城島）。例年、桜の季節には多くの観光客が訪れる。

のんびりとした島時間が流れる古民家ゲストハウス汐見の家。


